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１.作業方法 

１-１.作業期間 

令和 4年 8月 25 日 ～ 令和 5年 3月 24 日 

 

１-２.作業目的 

  本業務は、平成２６年度に作成した被害想定基礎データの更新業務委託であり、地盤情報を

整理、解析しデータを更新することで、尾張旭市内の地域の危険性を把握し、効果的な災害

予防や応急活動体制の強化を図ることを目的とする。 

 

１-３.作業フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画準備 

打合せ協議 

基礎資料の収集 

人的被害の想定 

物的被害の想定 

GIS データの整理 

業務報告書の作成 

打合せ協議 

納品 
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１-４.作業方法 

１-４-１計画準備 

作業内容、工程等を検討して業務実施計画書を監督員に提出し承認を得て、本業務が

確実に遂行できるよう計画を行った。 

また、本業務の実施にあたっては、位置に関する情報を持った各種データを総合的に管

理・加工するとともに、分析した結果を視覚的に表現するため、ＧＩＳ（地理情報システム）を

利用して作業の効率化、円滑化を図った。 

 

１-４-２基礎資料の収集 

被害想定（物的被害・人的被害）に必要な建物と人口データを借用し、借用データの整

理を行った。 

ここで、物的被害想定の基礎資料として、建物データについては固定資産課税台帳（令

和 4 年 1 月 1 日時点）及び公共施設台帳（最新版）を用いて、構造別、建築年代別、階層

別、耐震化の有無の建物棟数の整理を行った。 

また、人的被害想定のための基礎資料として、令和 3 年度都市計画基礎調査業務委託

のデータを用いて、人口について整理を行った。 

 

１-４-３地震動による被害の想定条件 

想定地震動は、以下の３地震動とし、被害予測単位は、建物単位、町丁目単位、小

学校単位、小中学校単位とする。 

 

ア 南海トラフ巨大地震（過去最大） 

イ 南海トラフ巨大地震（理論最大：東側ケース） 

ウ 南海トラフ巨大地震（理論最大：陸側ケース） 

エ 建物位置での地震動の推定 

 

１-４-４空間統計処理手法による建物位置での地震動の想定 

平成２６年度に実施した「尾張旭市地震危険度マップデータ作成業務及び地震被害想

定業務委託」における地震動予測結果から、尾張旭市の防災アドバイザーが指示する地震

動予測方法及びその評価方法を用いて各建物位置での地震動の推定を行った。 

 

１-４-５物的被害の想定 

地震動による建物被害（全壊・半壊）の想定を行った。建物被害については、建物の構

造（木造、非木造（鉄筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄骨造、軽量鉄骨造等））・

建築年代・階層に分類して設定した被害率より建物ごとの被害状況を判定したうえで、全壊

棟数、半壊棟数の想定を行った。 
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１-４-６人的被害の想定 

物的被害の想定結果から、死者数と負傷者数の想定を行った。また、避難者数について

は水道機能被害率を加味して想定を行った。 

 

１-４-７業務報告書の作成及びＧＩＳデータの整理 

本委託の調査結果をとりまとめて報告書及び電子データの作成を行った。 

また、作成するＧＩＳデータは、Shape 形式で整理を行った。 

 

１-５.防災アドバイザー 

本業務の実施にあたっては、尾張旭市防災アドバイザーである、森保宏教授及び菅井

径世教授に技術的支援を受け作業を実施した。 

 

１-６.使用する主な図書及び基準 

本業務設計図書 

本業務特記仕様書 

その他、関係法令事項等 

 

１-７.その他資料 

①打合せ記録簿 

②参考資料：「平成 23 年度～25年度  

愛知県東海地震・東南海地震・南海地震等被害予測調査報告書」一部抜粋 

③成果データ 

     

１-８.作業機関 

〒509-9132 

岐阜県中津川市茄子川 1534-166 

株式会社トライ 

TEL 0573-78-2075 

FAX 0573-68-7901 

URL http://www.try-map.com 

 

 地理情報空間部 システム課 

   阿部 久誌・酒井 利晃 

 

 

 

http://www.try-map.com/
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２.基礎資料の収集 

２-１.建物の現状把握 

物的被害想定のベースデータとするため、課税対象の建物については、固定資産課税

台帳、非課税の建物については公共施設台帳（最新版）に基づき建物データの作成を行っ

た。 

 

２-２.固定資産課税台帳 

固定資産課税台帳（以下、課税台帳という。）は、令和 4年 1月 1日時点のデータを使用

した。 

課税台帳には、全体で 38,359棟のデータが登録されている。この内、物的被害の計算に

ついては、位置情報が特定できた建物を対象とし、課税台帳における物的被害計算対象は、

38,315 棟となっている。 

 

課税台帳のデータの内訳は以下の表の通りであった。 

建築年別では、1992～2001 年代の割合が 21.9％と最も高く、それ以降の年代も一定の

割合で増加していることが分かる。 

構造別では、木造の割合が 61.8％と最も高く、各年代でも木造の割合が高い事が分かる。 

また、その他の構造では 1992～2001 年代をピークに減少傾向にあり、木造の割合が増

加していることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

建築年 木造 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造
軽量鉄骨造

(3㎜以下)

軽量鉄骨造

(3㎜超～4㎜)
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

鉄骨造

(4㎜超)
鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 合計

1961年以前 1,161 3.0% 11 0.0% 3 0.0% 0 0.0% 10 0.0% 23 0.1% 0 0.0% 1,208 3.2%

1962～1971年 2,089 5.5% 127 0.3% 216 0.6% 1 0.0% 242 0.6% 117 0.3% 1 0.0% 2,793 7.3%

1972～1981年 4,600 12.0% 172 0.4% 459 1.2% 2 0.0% 1,677 4.4% 558 1.5% 3 0.0% 7,471 19.5%

1982～1991年 3,972 10.4% 56 0.1% 551 1.4% 387 1.0% 1,266 3.3% 886 2.3% 356 0.9% 7,474 19.5%

1992～2001年 4,119 10.8% 32 0.1% 255 0.7% 1,001 2.6% 1,517 4.0% 793 2.1% 689 1.8% 8,406 21.9%

2002～2011年 3,596 9.4% 7 0.0% 115 0.3% 750 2.0% 805 2.1% 286 0.7% 43 0.1% 5,602 14.6%

2012～2021年 4,158 10.9% 2 0.0% 172 0.4% 684 1.8% 179 0.5% 166 0.4% 0 0.0% 5,361 14.0%

合計 23,695 61.8% 407 1.1% 1,771 4.6% 2,825 7.4% 5,696 14.9% 2,829 7.4% 1,092 2.9% 38,315 100.0%
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２-３.公共施設台帳 

公共施設台帳は、全体で 395 棟のデータが収録されており、位置情報が特定できた 377

棟及び県営住宅 20 棟の合計 397 等を対象とした。（区分所有の情報は収録されていなか

った） 

 

公共施設台帳のデータの内訳は以下の表の通りであった。 

建築年別では、1972～1981 年代の割合が 32.5％と最も高く、それ以降は増加の割合が

減少傾向である。 

構造別では、鉄筋コンクリート造の割合が 38.3％と最も高く、1972～1981 年代を境に減

少傾向であり、鉄筋コンクリート造に代わり軽量鉄骨造が増加していることが分かる。 

 

 

 

 

 

２-４.耐震診断、耐震改修状況 

２-４-１課税台帳 

借用した耐震診断、耐震改修実績データの内、課税台帳と紐付けできたのは、耐震診断

を実施した建物（耐震改修未実施）が 1,615 棟、耐震改修を実施した建物が 208 棟であっ

た。木造の建物については、物的被害の想定に耐震診断評点を反映した。 

 

耐震評点 

（判定値） 
判定結果 

1.5以上 倒壊しない 

1.0以上 1.5 未満 一応倒壊しない 

0.7以上 1.0 未満 倒壊する可能性がある 

0.7未満 倒壊する可能性が高い 

 

建築年 木造 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 軽量鉄骨造 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造
鉄骨鉄筋

ｺﾝｸﾘｰﾄ造

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄ造
その他 合計

1961年以前 2 0.5% 1 0.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 3 0.8%

1962～1971年 2 0.5% 5 1.3% 13 3.3% 24 6.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 44 11.1%

1972～1981年 27 6.8% 20 5.0% 15 3.8% 63 15.9% 3 0.8% 1 0.3% 0 0.0% 129 32.5%

1982～1991年 32 8.1% 16 4.0% 7 1.8% 42 10.6% 1 0.3% 0 0.0% 0 0.0% 98 24.7%

1992～2001年 17 4.3% 6 1.5% 29 7.3% 17 4.3% 3 0.8% 0 0.0% 0 0.0% 72 18.1%

2002～2011年 4 1.0% 3 0.8% 20 5.0% 3 0.8% 1 0.3% 0 0.0% 5 1.3% 36 9.1%

2012～2021年 2 0.5% 0 0.0% 10 2.5% 3 0.8% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 15 3.8%

合計 86 21.7% 51 12.8% 94 23.7% 152 38.3% 8 2.0% 1 0.3% 5 1.3% 397 100.0%
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耐震診断状況 

 

耐震改修状況 

 

 

２-４-２公共施設 

借用した公共施設台帳には、耐震改修等の状況が登録されており、その内訳は以下の

表の通りであった。 

耐震診断や耐震改修により耐震性が確保されている建物については、その結果を物的

被害の想定に反映を行った。 

 

 

２-５.建物用途別面積 

整理したすべての建物データから、建物用途（住居、非住居）別、構造別に集計した床面

積が以下の表の通りとなった。 

建物用途区分については、課税台帳で登録されている用途の中から、「居宅・居宅（区分

所有）・居宅兼工場・居宅兼事務所・居宅兼店舗・居宅兼物置・共同住宅・併用住宅・社宅・

農家住宅」を住居としそれ以外を非住居として整理した。 

耐　震　評　点

0.7未満 0.7～1.0未満 1.0～1.5未満 1.5以上

1961年以前 98 6.1% 18 1.1% 8 0.5% 2 0.1% 126 7.8%

1962～1971年 274 17.0% 76 4.7% 41 2.5% 3 0.2% 394 24.4%

1972～1981年 704 43.6% 237 14.7% 94 5.8% 4 0.2% 1,039 64.3%

1982～1991年 34 2.1% 11 0.7% 8 0.5% 1 0.1% 54 3.3%

1992～2001年 1 0.1% 1 0.1% 0 0.0% 0 0.0% 2 0.1%

合計 1,111 68.8% 343 21.2% 151 9.3% 10 0.6% 1,615 100.0%

合計建築年

耐　震　評　点

0.7未満 0.7～1.0未満 1.0～1.5未満 1.5以上

1961年以前 0 0.0% 0 0.0% 7 3.4% 0 0.0% 7 3.4%

1962～1971年 0 0.0% 0 0.0% 52 25.0% 4 1.9% 56 26.9%

1972～1981年 0 0.0% 3 1.4% 130 62.5% 6 2.9% 139 66.8%

1982～1991年 0 0.0% 0 0.0% 3 1.4% 0 0.0% 3 1.4%

1992～2001年 0 0.0% 0 0.0% 2 1.0% 0 0.0% 2 1.0%

2002～2011年 0 0.0% 0 0.0% 1 0.5% 0 0.0% 1 0.5%

合計 0 0.0% 3 1.4% 195 93.8% 10 4.8% 208 100.0%

建築年 合計

建築年 新耐震基準 耐震改修済み 耐震改修不要 要耐震改修 診断未実施 対象外 合計

1961年以前 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.3% 2 0.5% 3 0.8%

1962～1971年 0 0.0% 14 3.5% 2 0.5% 0 0.0% 28 7.1% 0 0.0% 44 11.1%

1972～1981年 4 1.0% 22 5.5% 52 13.1% 2 0.5% 49 12.3% 0 0.0% 129 32.5%

1982～1991年 98 24.7% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 98 24.7%

1992～2001年 72 18.1% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 72 18.1%

2002～2011年 36 9.1% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 36 9.1%

2012～2021年 15 3.8% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 15 3.8%

合計 225 56.7% 36 9.1% 54 13.6% 2 0.5% 78 19.6% 2 0.5% 397 100.0%
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また、公共施設台帳では用途区分は登録されていない事から、建物名称から住宅と思わ

れる建物を住居として整理した。 

 

 

２-６.上水道施設 

避難者数想定の基礎資料とするため、上水道施設についてデータの整理を行った。 

被害想定の計算対象となるφ50mm以上の管路総延長は 405.5kmであった。 

水道被害の算定は、下図に示す水道管データを 50m メッシュで分割し、当該メッシュに

おける液状化の可能性や地表面最大速度等の条件から上水道施設の被害を算出した。 

 

 

用途区分 木造 鉄骨造
鉄筋

ｺﾝｸﾘｰﾄ造

鉄骨鉄筋

ｺﾝｸﾘｰﾄ造

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄ造
軽量鉄骨造

ｺﾝｸﾘｰﾄ

ﾌﾞﾛｯｸ造
その他 合計

住居 21,644 1,092 4,705 1,064 1 3,731 77 0 32,314

非住居 2,137 1,737 1,143 36 0 959 381 5 6,398

合計 23,781 2,829 5,848 1,100 1 4,690 458 5 38,712

住居 2,180,295 199,734 630,811 100,233 754 523,747 4,107 0 3,639,681

非住居 102,840 730,312 343,405 59,326 0 50,745 6,874 92 1,293,595

合計 2,283,135 930,046 974,216 159,559 754 574,493 10,981 92 4,933,275

住居 101 183 134 94 754 140 53 0 1,460

非住居 48 420 300 1,648 0 53 18 18 2,506

合計 149 603 435 1,742 754 193 71 18 3,966

建物数

(棟)

総床面積

(㎡)

平均床面積

(㎡/棟)
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２-７.人口 

２-７-１人口の状況把握 

人口は、尾張旭市ホームページに掲載されている令和 3 年 12 月 31 日時点のデータを

用いる。総人口は 84,034人となっている。 

 

（出典：尾張旭市ホームページ

https://www.city.owariasahi.lg.jp/library_documents/nh031231.pdf） 

 

２-７-２都市計画基礎調査 

人的被害の算出にあたり、各建物における居住者数が必要となるが、課税台帳に居住者

数の情報は含まれていない。 

今回の、各建物の居住者数の設定については、令和 3年度都市計画基礎調査業務で

作成された、人口及び世帯規模のデータを利用した。 

基礎調査で集計された人口の合計が 83,144 人とホームページで公開されている総人口

https://www.city.owariasahi.lg.jp/library_documents/nh031231.pdf
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は 84,034人と差が生じていることから、総人口 84,034人を基礎調査の調査区ごとの人口で

案分を行い調整した。 

さらに、案分した調査区ごとの人口を、調査区内に含まれる建物データの床面積で各建

物の居住者数として案分した。 

 

３.地震動による被害の想定 

３-１.被害の想定条件 

３-１-１想定地震動 

想定地震動は、以下の３地震動とする。 

①南海トラフ巨大地震（過去最大） 

②南海トラフ巨大地震（理論最大：東側ケース） 

③南海トラフ巨大地震（理論最大：陸側ケース） 

 

３-１-２被害の予測単位 

被害予測単位は、以下の単位で行う。 

①50m メッシュ単位 

②建物単位 

③町丁目単位 

④小学校単位 

⑤中学校単位 

⑥小中学校単位 

 

３-２.建物位置での地震動の想定 

３-２-１建物位置の特定 

建物被害を算出するにあたり、各建物の位置情報が必要である。 

ここでは、課税台帳及び公共施設台帳に収録されている住所から、各建物の緯度経度の

取得を行った。 

 

３-２-２地震動等の算出 

建物被害を算出するにあたり、各建物における各地震動ごとの PGV（地表最大速度）、

PLV（液状化）、STM(沈下量)が必要である。 

3-2-1建物位置の特定で取得した各建物の位置情報を入力データとし、菅井教授の計

算プログラムにより各建物地点における PGV（最大速度）、PLV（液状化）、STM(沈下量)の

算出を行った。 
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３-２-３人口データの建物への割り当て 

人的被害を算出するにあたり、各建物の居住者数が必要である。 

人口データを割り当てる対象建物は、構造に関わらず建物用途が「住宅」の用途に供さ

れる建物とした。（2-5 建物用途別面積 参照） 

各建物の住居者数は、尾張旭市の総人口を基礎調査の調査区ごとの人口に案分し、さら

に調査区ごとの人口を各建物の延床面積で 1 棟ずつに按分をした。 

 

３-３.物的被害の想定 

３-３-１建物被害手法 

建物被害の算出は、愛知県が平成 26 年 5 月に策定した「平成 23 年度～25 年度 愛知

県東海地震・東南海地震・南海地震等被害予測調査報告書（通称：緑本）」（以下、「緑本」

という）の手法を基本とし被害の算出を行った。 

 

３-３-２建物被害算出 

建物被害の算出は、木造と非

木造で計算方法がことなるため、

建物データの建物構造情報も基

に木造と非木造にデータを整理

した。 

木造、非木造それぞれに入力

データの値を反映し、森教授の

計算プログラムにより、全壊・全

半壊棟数を算出した。 

算出された、全半壊棟数から

全壊棟数を引いて半壊棟数を算

出した。 

建物被害算出のフローは右

図の通りである。 
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３-４.人的被害の想定 

３-４-１人的被害手法 

人的被害の算出は、「緑本」の手法を用い、物的被害の想定結果から算出を行った。 

 

３-４-２死者数 

死者数の想定は、建物被害の想定結果から、木造・非木造それぞれ以下の計算式から

死者数の算出を行い足した結果を死者数とした。 

非木造死者数の計算式で使用される、木造・非木造それぞれの夜間人口は、3-2-3人口

データの建物への割り当てで各建物に案分した居住者数を木造建物・非木造建物ごとの総

居住者数を値として算出した。 

また、以下の式で利用する滞留率については、発生時刻及び 5 時の人口が想定できな

いため、どちらも同じ人口とし滞留率は「1」として算出を行った。 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木造死者数 

木造死者数=0.0676×木造全壊棟数×木造建物内滞留率 

 

非木造死者数 

非木造死者数=0.0084×                     ÷              ×非木造建物内滞留率 

 

 

木造建物内滞留率 

木造建物内滞留率=発生時刻の木造建物内滞留人口÷5 時の木造建物内滞留人口 

 

非木造建物内滞留率 

非木造建物内滞留率=発生時刻の非木造建物内滞留人口÷5 時の非木造建物内滞留人口 

夜間人口（非木造） 

建物棟数（非木造） 

夜間人口（木造） 

建物棟数（木造） 
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３-４-３負傷者数 

負傷者数の想定は、建物被害の想定結果から、木造・非木造それぞれ以下の計算式か

ら負傷者数の算出を行った。 

以下の式で利用する滞留率については、発生時刻及び 5 時の人口が想定できないため、

どちらも同じ人口とし滞留率は「1」として算出を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木造負傷者数 

木造負傷者数=0.177×木造全半壊棟数×木造建物内滞留率×木造建物 1棟あたりの人口÷全建物

1 棟あたりの人口 

 

非木造負傷者数 

非木造負傷者数=0.177×非木造全半壊棟数×非木造建物内滞留率×非木造建物 1棟あたりの人口

÷全建物 1 棟あたりの人口 

 

木造建物内滞留率 

木造建物内滞留率=発生時刻の木造建物内滞留人口÷5 時の木造建物内滞留人口 

 

非木造建物内滞留率 

非木造建物内滞留率=発生時刻の非木造建物内滞留人口÷5 時の非木造建物内滞留人口 
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３-４-４上水道被害 

避難者数の想定に必要な、上水道管路施設の被害想定は、「緑本」の手法を用い算出を

行った。 

水道被害の算定は、50m メッシュの各メッシュにおける液状化の可能性や地表面最大速

度を各メッシュの中心位置座標から算出を行い、微地形情報は国土地理院発行の数値地

図 25000 土地条件データから割り当てた。 

次に、水道管データを 50m メッシュで分割し、該当メッシュの液状化の可能性・地表面最

大速度・微地形情報を割り当て、以下の予測式に当てはめ被害を算出した。 

 

 

（出典 水道技術研究センター「地震による管路被害予測の確立に向けた研究報告書【概要版】」平成 25年 3月） 
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算出を行った被害件数を、50m メッシュ単位で被害件数を集計し、その結果が以下の図

の通りである。 

・南海トラフ（過去最大） 

 

 

・南海トラフ（理論最大：東側ケース）        ・南海トラフ（理論最大：陸側ケース） 
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３-４-１断水率 

避難者数の想定に必要な断水率については、上水道被害率から以下の計算方法で算

出を行った。 
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３-４-２避難者数 

避難者数の想定は、建物被害による避難者と水道機能被害を加味した断水による被害

者を足して算出する。 

避難者想定フローは以下の通りである。 
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４.被害想定結果 

４-１-１被害想定結果 

本業務の被害想定の尾張旭市全体の結果が以下の表の通りであった。 

平成 28 年度の結果と比較すると、建物被害で木造建物は全壊棟数が倍近くなっている

が、一方で、半壊棟数が減っていることが分かる。 

人的被害でも、建物被害の増減に合わせて、同じように増減しているものと推測されます。 

 

木造建物被害の大きく変わった原因としては、以下の事などが考えられます。 

・地盤種別ごとに損傷度関数を用いていますが、ＴＧの計算結果が大きく異なっており、

建物によって使っている損傷度関数が異なったこと。 

・耐震診断を行った建物の棟数が増えて、当該年代の平均的な値よりも低い値であっ

た可能性。 

・わずかですが建物の経年劣化を考えているので、古い建物の全壊、全半壊の可能

性が上がったこと。 

 

 

       

 

 

 

 

R4 H28 差

南海トラフ 南海トラフ 南海トラフ

過去最大 東側 陸側 過去最大 東側 陸側 過去最大 東側 陸側

死者 47 45 97 21 18 79 26 27 18

木造 46 44 95 18 15 62 28 29 33

非木造 1 1 2 3 3 17 -2 -2 -15

負傷者 288 275 538 466 417 1,404 -178 -142 -866

木造 244 236 435 344 314 935 -100 -78 -500

非木造 44 39 103 122 103 469 -78 -64 -366

全壊 742 708 1,543 463 410 1,676 279 298 -133

木造 685 659 1,405 394 355 1,219 291 304 186

非木造 57 49 138 69 55 457 -12 -6 -319

半壊 1,017 977 1,701 1,149 1,082 2,858 -132 -105 -1,157

木造 871 848 1,364 1,069 1,013 2,625 -198 -165 -1,261

非木造 146 129 337 80 69 233 66 60 104

9,947 9,862 13,936 7,398 7,255 11,903 2,549 2,607 2,033

4,973 4,931 6,968 3,699 3,627 5,951 1,274 1,304 1,017

405.5 405.5 405.5 385.7 385.7 385.7 20 20 20

被害箇所数（件） 225 225 418 172.773 169.619 484.638 52 55 -67

被害率（件/km） 0.555 0.556 1.032 0.419 0.413 1.178 0.136 0.143 -0.146

直後 0.891 0.892 0.957 0.849 0.845 0.967 0.042 0.047 -0.010

1日後 0.620 0.621 0.772 0.554 0.549 0.806 0.066 0.072 -0.034

7日後 0.375 0.376 0.471 0.337 0.333 0.500 0.038 0.043 -0.029

1ヶ月後 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

人的被害

（人）

建物被害

（棟）

最大避難者数（人）

うち避難所への避難者数（人）

管路延長（km）

断水率
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４-１-１その他被害想定結果資料 

 

全壊建物棟数・半壊建物棟数（50m メッシュ）・・・・・・・・・・・・・・・・結果-1 

全壊建物棟数・半壊建物棟数（町丁目）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・結果-7 

全壊建物棟数・半壊建物棟数（小学校区）・・・・・・・・・・・・・・・・・・結果-13 

全壊建物棟数・半壊建物棟数（中学校区）・・・・・・・・・・・・・・・・・・結果-19 

全壊建物棟数・半壊建物棟数（小中学校区）・・・・・・・・・・・・・・・・結果-25 

死者数・負傷者数（50m メッシュ）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・結果-31 

死者数・負傷者数（町丁目）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・結果-37 

死者数・負傷者数（小学校区）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・結果-43 

死者数・負傷者数（中学校区）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・結果-49 

死者数・負傷者数（小中学校区）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・結果-55 

避難者数一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・結果-61 

避難者数 1日後・1 週間後・1 ヶ月後（50m メッシュ）・・・・・・・・・結果-64 

避難者数 1日後・1 週間後・1 ヶ月後（町丁目）・・・・・・・・・・・・・結果-73 

避難者数 1日後・1 週間後・1 ヶ月後（小学校区）・・・・・・・・・・・結果-82 

避難者数 1日後・1 週間後・1 ヶ月後（中学校区）・・・・・・・・・・・結果-91 

避難者数 1日後・1 週間後・1 ヶ月後（小中学校区）・・・・・・・・・結果-100 

建物全壊棟数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・結果-109 
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避難者数一覧

小学校区

対象地震 南海トラフ：過去最大

1日後 1週間後 1ヶ月後

避難所 避難所外 避難所 避難所外 避難所 避難所外

瑞鳳小学校 340 204 136 992 496 496 340 102 238

三郷小学校 174 105 70 1,084 542 542 174 52 122

渋川小学校 146 88 58 647 323 323 146 44 102

城山小学校 303 182 121 1,324 662 662 303 91 212

旭丘小学校 224 134 89 1,093 547 547 224 67 156

旭小学校 324 195 130 1,131 565 565 324 97 227

本地原小学校 215 129 86 1,279 639 639 215 65 151

東栄小学校 219 131 87 1,096 548 548 219 66 153

白鳳小学校 327 196 131 1,301 651 651 327 98 229

合計 2,273 1,364 909 9,947 4,974 4,974 2,273 682 1,591

中学校区

対象地震 南海トラフ：過去最大

1日後 1週間後 1ヶ月後

避難所 避難所外 避難所 避難所外 避難所 避難所外

西中学校 817 490 327 2,943 1,471 1,471 817 245 572

東中学校 686 412 275 3,393 1,696 1,696 686 206 481

旭中学校 769 462 308 3,611 1,806 1,806 769 231 539

合計 2,273 1,364 909 9,947 4,974 4,974 2,273 682 1,591

小中学校区

対象地震 南海トラフ：過去最大

1日後 1週間後 1ヶ月後

避難所 避難所外 避難所 避難所外 避難所 避難所外

旭中学校 160 96 64 616 308 308 160 48 112

東中学校 199 119 80 925 462 462 199 60 139

城山小学校 248 149 99 1,071 536 536 248 74 173

旭丘小学校 216 130 86 1,053 526 526 216 65 151

旭小学校 113 68 45 394 197 197 113 34 79

渋川小学校 122 73 49 563 282 282 122 37 85

瑞鳳小学校 269 162 108 770 385 385 269 81 189

本地原小学校 198 119 79 1,114 557 557 198 59 138

東栄小学校 212 127 85 1,087 543 543 212 64 148

三郷小学校 123 74 49 773 386 386 123 37 86

白鳳小学校 326 196 131 1,300 650 650 326 98 229

西中学校 87 52 35 282 141 141 87 26 61

合計 2,273 1,364 909 9,947 4,974 4,974 2,273 682 1,591

学区

学区

学区

結果ー61



避難者数一覧

小学校区

対象地震 南海トラフ：理論最大（東側）

1日後 1週間後 1ヶ月後

避難所 避難所外 避難所 避難所外 避難所 避難所外

瑞鳳小学校 209 125 83 873 437 437 209 63 146

三郷小学校 181 108 72 1,090 545 545 181 54 126

渋川小学校 87 52 35 593 297 297 87 26 61

城山小学校 294 177 118 1,318 659 659 294 88 206

旭丘小学校 314 188 125 1,176 588 588 314 94 220

旭小学校 400 240 160 1,200 600 600 400 120 280

本地原小学校 185 111 74 1,252 626 626 185 56 130

東栄小学校 258 155 103 1,132 566 566 258 77 180

白鳳小学校 245 147 98 1,227 614 614 245 73 171

合計 2,172 1,303 869 9,862 4,931 4,931 2,172 652 1,520

中学校区

対象地震 南海トラフ：理論最大（東側）

1日後 1週間後 1ヶ月後

避難所 避難所外 避難所 避難所外 避難所 避難所外

西中学校 542 325 217 2,696 1,348 1,348 542 163 379

東中学校 815 489 326 3,512 1,756 1,756 815 245 571

旭中学校 815 489 326 3,655 1,827 1,827 815 244 570

合計 2,172 1,303 869 9,862 4,931 4,931 2,172 652 1,520

小中学校区

対象地震 南海トラフ：理論最大（東側）

1日後 1週間後 1ヶ月後

避難所 避難所外 避難所 避難所外 避難所 避難所外

旭中学校 154 92 61 610 305 305 154 46 108

東中学校 254 153 102 976 488 488 254 76 178

城山小学校 242 145 97 1,067 534 534 242 73 170

旭丘小学校 301 180 120 1,130 565 565 301 90 210

旭小学校 145 87 58 423 212 212 145 44 102

渋川小学校 71 42 28 517 258 258 71 21 49

瑞鳳小学校 167 100 67 678 339 339 167 50 117

本地原小学校 164 99 66 1,085 542 542 164 49 115

東栄小学校 250 150 100 1,122 561 561 250 75 175

三郷小学校 127 76 51 777 389 389 127 38 89

白鳳小学校 244 146 98 1,227 613 613 244 73 171

西中学校 52 31 21 250 125 125 52 16 36

合計 2,172 1,303 869 9,862 4,931 4,931 2,172 652 1,520

学区

学区

学区

結果ー62



避難者数一覧

小学校区

対象地震 南海トラフ：理論最大（陸側）

1日後 1週間後 1ヶ月後

避難所 避難所外 避難所 避難所外 避難所 避難所外

瑞鳳小学校 359 216 144 1,174 587 587 359 108 252

三郷小学校 406 243 162 1,518 759 759 406 122 284

渋川小学校 155 93 62 782 391 391 155 47 109

城山小学校 604 363 242 1,849 925 925 604 181 423

旭丘小学校 700 420 280 1,734 867 867 700 210 490

旭小学校 871 523 349 1,819 909 909 871 261 610

本地原小学校 538 323 215 1,833 916 916 538 161 376

東栄小学校 625 375 250 1,678 839 839 625 188 438

白鳳小学校 330 198 132 1,550 775 775 330 99 231

合計 4,588 2,753 1,835 13,937 6,968 6,968 4,588 1,377 3,212

中学校区

対象地震 南海トラフ：理論最大（陸側）

1日後 1週間後 1ヶ月後

避難所 避難所外 避難所 避難所外 避難所 避難所外

西中学校 845 507 338 3,506 1,753 1,753 845 253 591

東中学校 1,877 1,126 751 5,130 2,565 2,565 1,877 563 1,314

旭中学校 1,866 1,120 747 5,300 2,650 2,650 1,866 560 1,307

合計 4,588 2,753 1,835 13,937 6,968 6,968 4,588 1,377 3,212

小中学校区

対象地震 南海トラフ：理論最大（陸側）

1日後 1週間後 1ヶ月後

避難所 避難所外 避難所 避難所外 避難所 避難所外

旭中学校 358 215 143 906 453 453 358 107 250

東中学校 546 327 218 1,415 708 708 546 164 382

城山小学校 489 293 196 1,493 746 746 489 147 342

旭丘小学校 665 399 266 1,662 831 831 665 200 466

旭小学校 334 200 134 660 330 330 334 100 234

渋川小学校 120 72 48 673 336 336 120 36 84

瑞鳳小学校 266 160 106 894 447 447 266 80 186

本地原小学校 474 284 190 1,590 795 795 474 142 332

東栄小学校 612 367 245 1,662 831 831 612 184 429

三郷小学校 283 170 113 1,078 539 539 283 85 198

白鳳小学校 329 197 132 1,549 775 775 329 99 230

西中学校 114 68 45 354 177 177 114 34 79

合計 4,588 2,753 1,835 13,937 6,968 6,968 4,588 1,377 3,212

学区

学区

学区
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